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項番 議題 項目 意見・要望等 検討内容（回答） 

１ 資料３ 利用者ＩＤ体系に見直しについて  意見無し 提案どおり利用者ＩＤ体系の変更を実施いたします。 

２ 資料４ NACCS専用口座の廃止  意見無し 
提案どおり平成28年度をもって廃止する方向で調整
を進めてまいります。 

３ 資料5 輸出入申告業務における多欄数化 

（意見） 
 特に懸念なし。 
 
（理由） 
 いずれにせよ自社側の改修が必要なため。 
当初個別業務の新設ということであったが、既存業務の変更で対応とのこと。 
資料には50欄を超える申告を自社システムで行う場合は改修が必要となってい
るが、ＮＡＣＣＳからの戻り電文に含まれる可能性がある以上受け皿は作らざる
をえない。ＮＡＣＣＳ更改における自社側への影響範囲が申告業務（ＩＤＡ／Ｅ
ＤＡ）の改修には留まらないため、特段の懸念はないものと考える。 

提案どおり99欄へ拡張する方向で実施いたします。 

４ 資料6 事項登録業務の新設（ＯＬＣ）について  意見無し 
提案どおり事項登録業務の新設（OLC）を実施いた
します。 

５ 資料7 現行プログラム変更要望の次期対応 
（質問） 
 詳細仕様凍結に際し、現行プログラム変更要望の凍結時期は設定しているか？ 

本年春に開催した地区協議会において説明したとお
り、本年７月をもって現行NACCSに対するプログ
ラム変更要望の受付は中断させていただいています。
ただし、緊急性を要するものや制度改正に対応する
必要があるものについては、随時対応することとし
ています。 

６ 資料7 

  
 項番   ：３ 
 区分１  ：航空・海上共通 
 区分   ：貨物 
 要望元  ：日本貿易会 
 業務コード：ＩＩＲ,ＩＶＡ,ＩＤＡ 
 検討要否 ：Ｓ 

（要望内容） 
 ＩＩＲ業務での延納の担保番号などを、インボイス情報登録（ＩＶＡ）業務や
輸入申告事項登録（ＩＤＡ）業務でも利用できるようにしてほしい。 
（業務コード：ＩＩＲ,ＩＶＡ,ＩＤＡ） 
 
（検討状況） 
 サブＷＧ（ＳＩ・ＩＶ）対象 
 
（ご意見） 
 ＩＤＡの運用を視野に入れるのであれば、税番入力欄が１つしかないので、少
なくとも５欄程度入れられるよう検討してほしい。 

プログラム変更に関するご意見のため、 
資料5「現行プログラム変更要望の次期対応」で説
明させていただきます。 

１．第8回WGにおける意見等報告（海上）－① 
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項番 議題 項目 意見・要望等 検討内容（回答） 

7 資料7 

 項番   ：９ 
 区分１  ：航空・海上共通 
 区分   ：管理資料 
 要望元  ：事務所個別 
 業務コード：なし 
 検討要否 ：× 

（要望内容） 
 リアルタイム口座帳票要否登録（ＵＲＫ）において、出力要と設定すると全ての荷
主の帳票が出力されてしまうため、荷主により出力要否が選択できる設定を設けてほ
しい。またリアルタイム口座帳票を再出力（ＲＯＴ）の対象としてほしい。さらに出
力先にＮＡＣＣＳ参加の荷主も追加してほしい。 
 
（検討状況） 
 検討しない。 
 
（ご意見） 
 リアルタイム口座帳票要否登録の一括設定から荷主ごとの設定への変更は、ニーズ
があるので検討していただきたいが、難しいようであればＮＡＣＣＳでの対応ではな
く新情報提供サービスでの対応を検討して頂きたい。 
1つのファイルに複数の輸入者の情報が混在していると、顧客へ送付するためには、
人の手作業で輸入者毎にファイルを分ける作業が発生する為、情報管理の面からシス
テム化を求めます。 

プログラム変更に関するご意見のため、 
資料5「現行プログラム変更要望の次期対応」で説明
させていただきます。 

8 資料7 

 項番   ：27 
 区分１  ：航空・海上共通 
 区分   ：通関 
 要望元  ：ＪＡＦＡ 
 業務コード：なし 
 検討要否 ：× 

（要望内容） 
 輸入別送品申告をシステム化してほしい。 
 
（検討状況） 
 検討しない。 
 
（ご意見） 
 システム化を再検討してほしい。 
一部残る、マニュアル申告から脱却できるので検討していただきたい。 
別送申告書自体の電子化、マルチペイメント方式を取り入れた納付方法の検討などを
視野に入れ再度検討して頂きたい。 

プログラム変更に関するご意見のため、 
資料5「現行プログラム変更要望の次期対応」で説明
させていただきます。 

9 資料7 

 項番   ：28 
 区分１  ：航空・海上共通 
 区分   ：通関 
 要望元  ：事業所個別 
 業務コード：なし 
 検討要否 ：Ｋ 

（要望内容） 
 輸出申告情報又は輸出貨物情報を利用して、再輸入手続きができるようにしてほし
い。 
 
（検討状況） 
 輸出取止め再輸入手続きは検討する。再輸入手続きは検討しない。 
 
（ご意見） 
 Ｒｅ‐ｓｈｉｐ手続き後に、ＵＴＬ指示が来たものなど、現在マニュアル作業なの
でシステム化を希望。 

プログラム変更に関するご意見のため、 
資料5「現行プログラム変更要望の次期対応」で説明
させていただきます。 

１．第8回WGにおける意見等報告（海上）－② 
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項番 議題 項目 意見・要望等 検討内容（回答） 

10 資料7 

 項番   ：30,31 
 区分１  ：航空・海上共通 
 区分   ：通関 
 要望元  ：ＪＡＦＡ（30） 
        日海貨（31） 
 業務コード：ＡＭＡ 
 検討要否 ：Ｋ 

（要望内容） 
 項番30：ＡＭＡ業務の入力後、数⽇経過するとデータが消えるため､修正申告予定年
月日を入力できるようにしてほしい。 
 項番31：修正申告事項登録データの保存期間が約１週間となっているが､事項登録か
ら実際の申告までには､数日要する場合があるため､登録データ保存期間を２週間程度に
延長してほしい。 
 
（検討状況） 
 システム制限値（ＤＢ保存期間）６→10日を検討（項番30,31） 
 
（ご意見） 
・10日への変更を検討中ということですが、事前の確認などに時間がかかることも多
いので、ぜひ検討していただきたい。合わせて修正申告について補足要望です。 
・納付方法に「延納」の追加を希望 
・「マルチペイメント（ＭＰＮ）」納付の場合、納付前ということで、延滞税が修正申
告書上と納付番号通知情報に記載されず、顧客がインターネットバンキングで納付する
際に計算された本税と合算された税額が振込画面上に表示されるだけなので、納付後に
は修正申告書に延滞税が記載されるようにして欲しい。 

プログラム変更に関するご意見のため、 
資料5「現行プログラム変更要望の次期対応」
で説明させていただきます。 

11 資料7 

 項番   ：51 
 区分１  ：航空・海上共通 
 区分   ：通関 
 要望元  ：成田通協 
 業務コード：ＩＤＡ 
 検討要否 ：△ 

（要望内容） 
  貨物がマッチングしているにも拘らず、フライト便名等の情報が出力されないため､旧
ＮＡＣＣＳのように出力してほしい。 
 
（検討状況） 
 仕様確認後検討可否決定 
 
（ご意見） 
 現在の仕様で特に問題なく、基本不要。 
情報を補てんするようになるとまた申告書を受信する件数が増えることになるので、も
し行うのであれば営業所ごとに選択できるようにして頂きたい。 

プログラム変更に関するご意見のため、 
資料5「現行プログラム変更要望の次期対応」
で説明させていただきます。 

12 資料7 

 項番   ：54 
 区分１  ：航空・海上共通 
 区分   ：通関 
 要望元  ：東京通関業会 
 業務コード：ＩＤＡ 
 検討要否 ：Ｋ 

（要望内容） 
 輸入承認証番号等の入力欄は５欄まで可能であるが､入力欄を増やしてほしい。 
  
（検討状況） 
 ー 
 
（ご意見） 
 通関時に足りなくなることも多いのでぜひ検討していただきたい。 
また薬事書面の電子化に伴い、1申告あたりの届出数が多くなることも予想されるので
必要数を検討して頂きたい。 

プログラム変更に関するご意見のため、 
資料5「現行プログラム変更要望の次期対応」
で説明させていただきます。 

13 資料7 

 項番   ：98 
 区分１  ：航空・海上共通 
 区分   ：通関 
 要望元  ：日海貨 
 業務コード：なし 
 検討要否 ：Ｋ 

（要望内容） 
 ｢輸出取止め再輸入｣の申告・許可をシステム化してほしい。 
 
（検討状況） 
 ー 
 
（ご意見） 
 輸出取止再輸入の申告、許可をシステム化してほしい。 
  ⇒ 現行マニュアル対応なので是非ともシステム化してほしい。 

プログラム変更に関するご意見のため、 
資料5「現行プログラム変更要望の次期対応」
で説明させていただきます。 

１．第8回WGにおける意見等報告（海上）－③ 
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項番 議題 項目 意見・要望等 検討内容（回答） 

14 資料7 

   項番   ：101 
 区分１  ：航空・海上共通 
 区分   ：通関 
 要望元  ：日海貨 
 業務コード：ＪＴＢ 
 検討要否 ：△ 

（要望内容） 
 呼び出された情報登録画面について､1品目しか入力できないため入力効率が悪いこ
とから､1ライセンスに複数品目の場合は､複数回の登録（入力、送信）ができるよう
に変更してほしい。 
 
（検討状況） 
 関係省庁に確認後検討要否を決定。 
 
（ご意見） 
 個別Ｅ／Ｌの裏書登録は１品目しか入力できない。 
   ⇒ １ライセンスで複数品目は複数回登録できるよう変更を望む。 
   ⇒ 入力効率が悪いので、是非複数回登録できるよう変更を望む。 

プログラム変更に関するご意見のため、 
資料5「現行プログラム変更要望の次期対応」で説明
させていただきます。 

15 資料7 

（新規） 
 区分１  ：航空・海上共通 
 要望元  ：Fedex 
   業務コード：ＩＩＥ 

（要望内容） 
 ＩＩＥでの非公開情報の開示要求。 
 申告時に通関業者が確認できないのはなぜか？ 
 守秘義務規定を順守するとして登録されているので、開示について検討して頂きた
い。 

プログラム変更に関するご意見のため、 
資料5「現行プログラム変更要望の次期対応」で説明
させていただきます。 

16 資料7 

（新規） 
 区分１  ：航空・海上共通 
 要望元  ：大阪通関業会 
   業務コード：ＩＩＥ 

（現状） 
 現行の「ＩＩＥ」画面においては社名及び住所が英文のみで表示される。英文表示
の場合、「社名」が同一である輸出入者が数多く存在しており、正しい輸出入者を特
定するのに時間がかかる。業会会員の中には、これまでに英文社名が同一であったた
めに、誤って同名他社で申告してしまったケースがある。（「ＩＩＥ」の検索の際に
は住所での確認を行うものの、本社の住所で登録されているケースがほとんどのため、
工場や支店からの申告依頼の場合には表示されている住所は参考にならず、社名での
確認が中心となる。） 
 
（要望内容） 
 「ＩＩＥ」画面の社名及び住所の表示を英文と和文を併記して、正しい輸出入者
名・住所をSpeedyに検索できるようにしてほしい。 

プログラム変更に関するご意見のため、 
資料5「現行プログラム変更要望の次期対応」で説明
させていただきます。 

17 資料7 

（新規） 
 区分１  ：海上 
 要望元  ：日本通運 
   業務コード：ECR 

（現状） 
 現行の「ＥＣＲ」画面において、記号番号欄が４行（140桁）しか入力できないた
め、小ロット多品種の場合、「別紙明細」との入力しかできない。 
 
（要望内容） 
 記号番号欄を入力桁数を拡大してほしい。 

プログラム変更に関するご意見のため、 
資料5「現行プログラム変更要望の次期対応」で説明
させていただきます。 

１．第8回WGにおける意見等報告（海上）－④ 
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項番 議題 項目 意見・要望等 検討内容（回答） 

18 資料7 

（新規） 
 区分１  ：海上 
 要望元  ：日本通運 
   業務コード：ACL 

（現状） 
 現行の「ＡＣＬ」画面において、記号番号欄が140桁しか入力できないため、「ア
ナログ」的に記号番号のみをＡ４用紙に転写して、船社、ＣＹ等にＦＡＸしている。 
 
（要望内容） 
 記号番号欄を入力桁数を拡大するか、添付機能を追加してほしい。 

プログラム変更に関するご意見のため、 
資料5「現行プログラム変更要望の次期対応」で説明
させていただきます。 

19 資料7 

（新規） 
 区分１  ：海上 
 要望元  ：日本通運 
   業務コード：－ 

（現状） 
 輸入申告書の記事（荷主）欄の情報がリアルタイム口座振替通知書に反映されてい
ない。 
①輸入申告書の記事（荷主）欄には、輸入者からの要請により「社内管理番号」等を
通関業者が入力しているケースがある。 
②その場合、「社内管理番号」等をリアルタイム口座振替完了通知書に手書きし、ス
キャナー付き複合機で記事欄の内容を読み取り、社内で保存している。 
 
（要望内容） 
 リアルタイム口座振替完了通知情報に輸入申告書の記事（荷主）欄を反映させてほ
しい。 

プログラム変更に関するご意見のため、 
資料5「現行プログラム変更要望の次期対応」で説明
させていただきます。 

20 資料7 

（新規） 
 区分１  ：海上 
 要望元  ：鈴与 
   業務コード：－ 

（現状） 
 在来船のマニフェスト登録について、１B／Lの貨物を陸揚げ後、直接複数の保税
倉庫に搬入する場合、マニフェストの分割が出来ない為、倉庫側でＢＩＡが出来ない。
システム外搬入を行おうとしても上流にデータが有り、エラーとなるため折角登録し
たマニフェストデータの削除を求められる。又、マニフェストデータが有る状態で別
の貨物番号でシステム外搬入を行った場合、登録したマニフェストデータが宙に浮い
てしまうため、結局削除を求められる。 
 
（要望内容） 
 このようなシチュエーションでマニフェストデータを削除せずに、ＢＩＡが行える
仕組みを考えて頂きたい。 

プログラム変更に関するご意見のため、 
資料5「現行プログラム変更要望の次期対応」で説明
させていただきます。 

１．第8回WGにおける意見等報告（海上）－⑤ 


